
 

国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

北海道運輸局自動車技術安全部長 殿 

  

 

自動車局整備課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

 なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。  
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国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

北陸信越運輸局自動車技術安全部長 殿 

  

 

自動車局整備課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。 



 

国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

関東運輸局自動車技術安全部長 殿 

  

 

自動車局整備課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

 なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。 



 

国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

中部運輸局自動車技術安全部長 殿 

  

 

自動車局整備課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

 なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。 



 

国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

近畿運輸局自動車技術安全部長 殿 

  

 

自動車局整備課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

 なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。 



 

国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

中国運輸局自動車技術安全部長 殿 

  

 

自動車局整備課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

 なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。 



 

国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

四国運輸局自動車技術安全部長 殿 

  

 

自動車局整備課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

 なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。 



 

国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

九州運輸局自動車技術安全部長 殿 

  

 

自動車局整備課長 

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

 なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。 



 

国自整第３２１号の４ 

平成２７年１２月２５日 

 

        

内閣府沖縄総合事務局運輸部長 殿 

  

 

国土交通省自動車局整備課長     

（公印省略） 

 

 

事業用自動車の緊急点検の実施及び保守管理の徹底について 

 

 

標記については、平成２６年３月７日付け国自整第３６５号「事業用自動車の保守管理

の徹底について」及び平成２６年１１月２１日付け国自整第２２５号「事業用自動車の緊

急点検の実施について」により、高速乗合バス等の事業用自動車を運行する自動車運送事

業者などに対して、車枠・車体の腐食に関する事故再発の防止を図っているところである。 

また、三菱ふそうトラック・バス株式会社では、車枠・車体の腐食に関し、バス車両床

下の防錆点検と補修要領等をとりまとめホームページ上で公表するとともに、同社製の大

型バス（ＭＳ型、ＭＭ型）の使用者に対してダイレクトメールや電話等により点検整備の

必要性について説明してきたところであり、今後、中型バス（ＭＫ型、ＭＪ型）について

も同様の措置を講じる予定となっている。 

しかしながら、平成２７年１１月１２日に宮城県内の東北縦貫自動車道において、東北

運輸局管内の貸切バス（三菱・ＫＬ－ＭＳ８６ＭＰ（平成１６年式））がハンドル操作不能

となり、中央分離帯に衝突し、乗客７名が負傷する事故が発生した。事故原因については、

現在調査中であるが、車枠の主要骨格部分の腐食によりハンドル操作が不能となった可能

性が考えられるところである。 

当該事故を受け、東北運輸局では、別添１のとおり管内運輸支局を通じて、管内自動車

運送事業者に対し、事業用自動車（バス）の緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよ

う通知したところである。 

これまで、車枠・車体の保守管理についての注意喚起をしていたにもかかわらず、当該

事故車両の車枠・車体は別添２のとおり著しく腐食が見られ、同種の事故が再発したこと

は重く受け止める必要がある。 

ついては、同種事故の再発防止を図るため、貴局管内のバス事業者に対し、別添３のと

おり車枠・車体の腐食に関する緊急点検の実施及び保守管理の徹底を図るよう周知された

い。また、その他の自動車運送事業者に対しても、同種事故が発生するおそれがあること

から保守管理の徹底を周知されたい。 

 なお、本件については、別添３のとおり関係団体等に対して通知したことを申し添える。 


